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＜目標＞ 
 
  次の事が出来る事を目標とします。 
  －罫線、ロゴ、テキスト情報などを配置し、レイアウト作成のための基本知識を習得する。  
  －作成されたレイアウト上に、印字項目のフィールドを定義するための基本知識を習得する。 
 
＜内容＞ 
 
 ☆フォームの作成 
  １．フォームの設定 
  ２．レイアウトの作成 
    ●テキスト情報の設定 
    ●罫線（図形）の設定 
    ●ロゴの設定 
    ●フォーム（レイアウト）の保存 
    ●フォーム（レイアウト）のロック／ロック解除 
    ●リストボックス上に表示されないフォント・サイズの設定 
    ●変数フィールドの設定 
    ●フォーム（レイアウト）の確認 
    ●変数フィールド・テーブルの設定 
    ●バーコードの設定 
  ３．重ね合わせ（マッピング）の事前準備 
 

＜補足＞ 
 

  ☆Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ａｃｃｅｓｓデータベース／テーブルの参照方法 

 

 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  3/3 

＜演習＞ 
 演習用サンプル・レイアウト 
 

                       受  注  確  認  書            
伝票番号：  XXXXXXXXXX                                      日付： YY/MM/DD 

                                                        時刻： HH:MM:SS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 品目名称 数量 単価 金額 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

Z9 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ZZZ,ZZ9.999 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

 

 

合  計 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

消  費  税 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

総  計 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9.999 

FAX:  ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 
Mail:  ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

宛先 
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ 
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ 
宛名 
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ  様 

※：請求書番号をバーコード 
  タイプ Code３９で表示する 
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フォームの設定 
 

［スタート］－［プログラム］－［WilComm Universal］－［Forms Designer］を実行します。 

 
 
 
●補足 
  シート名が文字化けしているので、これを修正します。（シート名はダブルバイトには未対応） 
  ［ページ］－［名前の変更］を実行します。 
  シート名を変更し、［ＯＫ］を押します。 
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［ファイル］－［フォーム設定］を実行します。 

 
上記画面の値がデフォルト値となります。 
 
 
演習用サンプル・レイアウトにそってフォームの設定を行います。 
 

 
フォームの外枠（灰色）を削除するために、全てのﾏｰｼﾞﾝを０にします。設定終了後に［ＯＫ］を押します。 
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レイアウトの作成 
 
テキスト情報、罫線、ロゴの作成 
 
テキスト情報の設定 

 
テキストの設定（入力）は見出し設定ﾂｰﾙ･ｱｲｺﾝをクリックし、設定（入力）したい位置にカーソルを合わせ、 
ドラッグしますとテキスト枠が作成されます。枠内に使用するテキストを入力します。 

 
 

見出し設定ﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 
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設定したテキスト枠を選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 

 
 
タブシートの“Ｆｏｎｔ”で文字列のフォント・フォントサイズ・線種などを設定します。 
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タブシートの“色”で文字列の色などを設定します。 

 
 
タブシートの“境界線”でテキスト枠の線種などを設定します。 

 
 
  ※ 境界線の設定は、タイプをクリックし、境界線をクリックすることにより設定ができます。 
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タブシートの“配置”で文字列の配置などを設定します。 

 
 
タブシートの“表示”で文字列の表示位置などを設定します。 

 
 
  ※ 表示位置はこのタブシートを使用しなくても、テキスト枠をマウスで選択しドラッグすることで、表示

位置、幅、高さの調整を行う事もできます。 
このタブシートは主に微調整を行いたい場合に使用します。 

 
タブシートの設定が終わりましたら、［ＯＫ］を押します。 
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Field Propertiesは対象テキスト枠をダブルクリックする事により表示されましたが、この他にも、対象テキスト枠 
を選択し、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行する事でも表示する事ができます。 
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罫線（図形）の設定 

 
罫線（図形）の設定は上記各種ツール・アイコンをクリックし、設定したい位置にカーソルを合わせ、ドラッグしますと

罫線（図形）が作成されます。 

 
 

丸線引きﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 

角丸四角線引きﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ

四角形設定ﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 

直線設定ﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 

線引きﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 

ﾎﾟﾘｺﾞﾝ線引きﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 
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設定した罫線（図形）を選択（ダブルクリック）し、Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓを表示します。 

 
 
タブシートの“色”で罫線（図形）に色を設定します。 
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タブシートの“境界線”で罫線（図形）の線種を設定します。 

 
 
タブシートの表示で罫線（図形）の表示位置などを設定します。 

 
 
  ※ 表示位置はこのタブシートを使用しなくても、罫線（図形）をマウスで選択しドラッグすることで、表

示位置、長さ、大きさの調整を行う事もできます。 
このタブシートは主に微調整を行いたい場合に使用します。 
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タブシートの設定が終わりましたら、［ＯＫ］を押します。 

 
 
 
Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓは対象罫線（図形）をダブルクリックする事により表示されましたが、この他にも、対象罫線（図形） 
を選択し、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行する事でも表示する事ができます。 
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ロゴの設定 
 
ロゴなどの設定（挿入）には、３つの方法があります。 
①ウインドゥズのＣｕｔ＆Ｐａｓｔｅの機能により、ロゴなどの設定（挿入）することができます。 
②新しいオブジェクトを作成して、ロゴなどの設定（挿入）することができます。 
③既に存在するファイルから、ロゴなどの設定（挿入）することができます。 
 
演習用サンプル・レイアウトのロゴは上記①の手法により作成する事とします。 
既に作成されているドキュメント（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ文章）から、Ｃｕｔ＆Ｐａｓｔｅ機能により設定します。 
 

 
フォーム（レイアウト）に設定（挿入）されたロゴなどは、各コーナーに表示されている青い四角形をドラッグする 
ことによりサイズの調整が行えます。 
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●補足 
  上記②の新しいオブジェクトを作成する。 
  ［編集］－［新しいオブジェクトの挿入］を実行します。 

   
  ※ 新規作成をチェックし、オブジェクトの種類（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ図などを用いて新規に作成すると、

非常に便利です）を選択します。 
    仮にＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ図を用いた場合は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄの新規文章作成画面が表示され、こ

こでロゴなどを作成し、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄを閉じれば、作成されたロゴなどはフォーム（レイアウト

上）に挿入されます。 
     
 
  上記③の既存のロゴなどで設定（挿入）する。 
  ［編集］－［新しいオブジェクトの挿入］を実行します。 

 
  ※ ファイルからをチェックし、設定（挿入）したファイルまでのパスを設定します。 
 
 
“伝票番号”、“日付”、“時刻”、“宛先”、“宛名”、“様”、“ＦＡＸ”、“Ｍａｉｌ” までのテキスト情報を
演習用サンプルレイアウトを基に作成して下さい。 
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フォーム（レイアウト）の保存 
 
ここまでで作成した、フォーム（レイアウト）の保存を行います。実際の作業においては、この保存作業は

任意のタイミングで行って下さい。 
 
［ファイル］－［名前をつけて保存］を実行します。 

 
 
ファイル名を入力し、［保存］を押します。 

 
 
注意：デフォルトのファイル名“Ｆｏｒｍ１．ｆ３ｔ”は使用しないで下さい。 
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フォーム（レイアウト）のロック／ロック解除 
 
作成したフォーム（レイアウト）の上のテキスト情報、罫線（図形）、ロゴやこの後に説明する変数フィールド

（フィールド・テーブル・バーコード）をロックすることができます。 
ここでのロックとは誤って、“位置を動かしてしまった”、“設定を変えてしまった”などのオペレーションミスを

防ぐためなど、設定情報を固定する事をいいます。 
設定情報ひとつでのロック、複数設定情報の同時ロック（＊１）があります。 
ロックしたものを再度、修正を行いたい場合はロック解除を行う事により可能となります。 
 
＊１ 選択したい設定情報を、ドラッグで全て囲む事により複数設定情報が同時に選択されます。 
 
 

 
［編集］－［ロック］を実行します。 
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ロック解除は、修正を行いたい設定情報をダブルクリックしますと下記画面が表示されます。 

 
 
［Edit］を押した場合は、プロパティが表示され修正が可能になります。 
※同時にロックが解除されます。 
 
［Unlock］を押した場合は、ロックの解除のみが行われます。 
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リストボックスに表示されないフォント・サイズの設定 
 
リストボックスに表示されないフォント・サイズ（７以下）を設定する場合は下記のように行います。 
 
対象フィールドのプロパティを開きます。（ダブルクリックまたは［オブジェクト］－［プロパティ］を実行） 

 
まず、タブシート“Ｆｏｎｔ”以外の設定を行います。 
 
最後にタブシート“Ｆｏｎｔ”を選択（クリック）し、Ｓｉｚｅの入力（手入力）を行います。 
 
［ＯＫ］を押して、設定を終了します。 
 
必ず、最後にタブシート“Ｆｏｎｔ”で［ＯＫ］を押して設定を終了します。 
 
  ※ リストボックスに表示されないフォント・サイズを設定した場合は、境界線や配置などの修正を行っ

た場合にも、最後はタブシート“Ｆｏｎｔ”でＳｉｚｅの設定（確認）を行い、［ＯＫ］を押して終了します。 
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変数フィールドの設定 

 
変数フィールドの設定は編集ﾂｰﾙ･ｱｲｺﾝをクリックし、設定したい位置にカーソルを合わせ、ドラッグしますと 
変数フィールド枠が作成されます。 
 
 
＜伝票番号フィールドの作成＞ 

 
 

編集ﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 
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設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 

 
  ※ タブシートの“Font”、”色“、”境界線“、”配置“、”表示“は、上記までで説明した、テキスト情報と同
様のため、説明は省きます。また、“アクション”についても省きます。（変数関係全て） 

 
 
タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
※ 変数フィールドには必ず名前が必要になります。 
フィールド名はデフォルトでＦ？と命名されていますので適切な名前に変更して下さい。ただし、
フィールド名の１桁目には必ず半角英数字を使用して下さい。 
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上記タブシートの［編集］を実行します。 
 

 
伝票番号は文字属性なので Data Typesの“Text”を選択し、［Options］を押します。 
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“Auto-enter an initial text value that is”とは、フォームの確認で変数にテストデータを表示（印字）するか
どうかの指定となります。（フォームの確認は後で説明します） 
 
“no automatic entry”を選択した場合は、フォームの確認時に当変数フィールドには何も値が表示（印字）さ
れません。 
 
“data”を選択した場合は、テキストボックスに入力した値がフォームの確認時に当変数フィールドに表示（印
字）されます。 
 
“data”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
   ※ タブシートの“妥当性チェック”、“妥当値”は当ドキュメントでの説明は省きます。（変数関係全て） 
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［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［OK］を押して下さい。 
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＜日付フィールドの作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
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タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
日付は日付タイプなので、Data Typesの“date”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  28/28 

 
Set the Dateを選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  29/29 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  30/30 

＜時刻フィールドの作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  31/31 

タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
時刻は時刻タイプなので、Data Typesの“Time”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  32/32 

 
“Set the Time”を選択し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  33/33 

 
［OK］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  34/34 

＜宛先フィールド（１行目）の作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  35/35 

タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
宛先はテキストタイプなので、データタイプのテキストを選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  36/36 

 
“data”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［OK］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  37/37 

 
［OK］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  38/38 

＜宛先フィールド（２行目）の作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  39/39 

 タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
宛先はテキストタイプなので、Data Typesの“Text”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  40/40 

 
“date”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  41/41 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  42/42 

＜宛名フィールドの作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  43/43 

タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
宛名はテキストタイプなので、データタイプのテキストを選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  44/44 

 
 “data”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  45/45 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  46/46 

＜ＦＡＸ番号フィールドの作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  47/47 

タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
ＦＡＸ番号はテキストなので、Data Typesの“Text”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  48/48 

 
 “data”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、「ＯＫ」を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  49/49 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  50/50 

＜Ｍａｉｌアドレスフィールドの作成＞ 

 
 
設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Propertiesを表示します。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  51/51 

タブシートの“名前”で変数フィールドのフィールド名を設定します。 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
メールアドレスはテキストタイプなので、Data Typesの“Text”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  52/52 

 
 “data”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  53/53 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  54/54 

フォーム（レイアウト）の確認 
 
●ここまでで、作成したフォーム（レイアウト）の確認を行います。実際の作業においては、この確認作業は

任意のタイミングで行って下さい。 
 
＜フィラーモード＞ 
 －固定情報（テキスト情報・罫線（図形）・ロゴなど）及び、変数フィールドの確認を行います。 
  また、変数フィールドには変数フィールドの設定で設定した、“Auto-enter an initial～”も表示されま
すので、  フォーム（レイアウト）の確認できます。 

 
 
［フィラーモード・アイコン］をクリックして下さい。 
 
 

ﾌｨﾗｰﾓｰﾄﾞ･ｱｲｺﾝ



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  55/55 

 
 
実際に作成した、フォーム（レイアウト）の表示（印字）位置の確認を行って下さい。 
修正が必要な場合は、デザインモード・アイコンをクリックして入力画面に戻り、修正作業を実施して下さい。 
実施後に再度フィラーモードで確認を行って下さい。 
 
  注意 印刷プレビュー（［ファイル］－［印刷プレビュー］）及び印刷（［ファイル］－［印刷］）は現在表示されている

画面モード（フィラーモード／デザインモード）の内容にてプレビュー又は印刷が行われます。 
 
 
 
 
配置などの修正が終わりましたら、次ページに進んで下さい。 
 
 

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾓｰﾄﾞ･ｱｲｺﾝ 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  56/56 

変数フィールド・テーブルの設定 
 

 
 
変数フィールド・テーブルの設定はﾃｰﾌﾞﾙ編集ﾂｰﾙ･ｱｲｺﾝをクリックし、設定したい位置にカーソルを合わせ、ドラッグ

しますと変数フィールド・テーブル枠が作成されます。 
 
注意 テーブル枠が画面一杯に広がらないように注意して下さい。 
 
 
 
 
 
当ドキュメントはドキュメントの見易さのために、行数を減らし、列幅を狭めています。 
実際はサンプルレイアウトを基に必要行数、必要列幅に設定し作成して下さい。 
 
 

ﾃｰﾌﾞﾙ編集ﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  57/57 

テーブル編集ツール・アイコンをクリックし、変数フィールド・テーブルを作成して下さい。 

 
   ※ テーブルは最初、縦６行、横４列で作成されます。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  58/58 

変数フィールド・テーブル枠の左上端をクリックして下さい。 

 
 
さらに、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行します。 
（全てのセルに共通で設定できるプロパティが表示されます） 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  59/59 

 
   注意 画面タイトルの“Field Properties”は全てのセルを選択した事を意味します。 
 
［キャンセル］を押して下さい。（変数フィールド・テーブルの設定は後に行います） 
 
変数フィールド・テーブルのいずれかのセルにカーソルを合わせて、ダブルクリック（［オブジェクト］－［プロパティ］を

実行）して下さい。 
 

 
   注意 画面タイトルの“Ｃｅｌｌ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ”はカーソルの置かれていたセルのみを選択した事を意味します。 
 
［キャンセル］を押して下さい。（変数フィールド・テーブルの設定は後に行います） 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  60/60 

列“Ａ”にカーソルを合わせクリックして下さい。 

 
 
さらに、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  61/61 

 
   注意 画面タイトルの“Ｃｏｌｕｍｎ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ”は列全体のセルが選択された事を意味します。 
 
［キャンセル］を押して下さい。（変数フィールド・テーブルの設定は後に行います） 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  62/62 

演習用サンプル・レイアウトを基にテーブルを作成します。 
 
行ヘダーは不要なので削除（非表示）にします。 
 
変数フィールド・テーブル枠をクリックして下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  63/63 

［テーブル］－［行］－［ヘダー］を実行して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  64/64 

演習用サンプル・レイアウトは“№”、“品目名称”、“数量”、“単価”、“金額”の５列から構成されています。 
デフォルトのままでは列が足りませんので、列の追加を行います。 
 
Ｆ１２キーを押して下さい。１回押すごとに１列づつ挿入されます。 
 

 
  ※ 列の削除は、対象列全てを選択し、［テーブル］－［列］－［削除］を実行して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  65/65 

＜列情報の設定＞ 
 
①列見出し情報の設定 
 
列“Ａ”をクリックして選択して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  66/66 

列見出し部の文字の上で、もう一度クリックして下さい。 

 
 
列見出し部にカーソルが表示されます。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  67/67 

“№”を入力します。 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  68/68 

同様の手順で、列“Ｂ”に“品目名称”、列“Ｃ”に“数量”、列“Ｄ”に“単価”、列“Ｅ”に“金額”を設定して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  69/69 

② 列のフィールド情報の設定 
 
列“Ａ”（№）を選択し、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行して下さい。 
 

 
タブシート“名前”以外は上記までで説明したものと同様のため、説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  70/70 

 
変数名を入力し、［編集］を押して下さい。 
 
 

 
№は数値タイプのため、データタイプの数値を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  71/71 

 
“data”を選択し、テキストボックスに２桁の数字のテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  72/72 

 
［閉じる］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  73/73 

列“Ｂ”（品目名称）を選択し、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行して下さい。 
 

 
タブシート“名前”以外は上記までで説明したもの同様のため、説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  74/74 

 
変数名を入力し、［編集］を押して下さい。 
 
 

 
品目名称はテキストタイプのため、Data Typesの“Text”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  75/75 

 
“data”を選択し、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  76/76 

 
［閉じる］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  77/77 

列“Ｃ”（数量）をダブルクリック（［オブジェクト］－［プロパティ］を実行）して下さい。 
 

 
タブシート“名前”以外は上記までに説明したものと同様のため、説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  78/78 

 
変数名を入力し、［編集］を押して下さい。 
 
 

 
数量は数値タイプのため、Data Typesの“Number”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  79/79 

 
“data”を選択し、テキストボックスに数字のテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  80/80 

タブシート“Ｃｏｌｕｍｎ Ｏｐｔｉｏｎｓ”を選択（クリック）して下さい。 

 
 
“Output Format”に、“＃，＃＃＃．＃＃”を入力して下さい。 
 

 
［閉じる］を押して下さい。 
 
 
※ “Output Format”には小数点以下第二位までしか設定していないので、フィラーモードに切り替える
事で小数点以下第三位が切り捨てられている事を確認して下さい。 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  81/81 

列“Ｄ”（単価）をダブルクリック（［オブジェクト］－［プロパティ］を実行）して下さい。 

 
タブシート“名前”以外は上記までで説明したものと同様のため、説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  82/82 

 
変数名を入力し、［編集］を押して下さい。 
 
 

 
単価は数値タイプのため、Data Typesの“Number”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  83/83 

 
 “data”を選択し、テキストボックスに数字のテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  84/84 

 
［閉じる］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  85/85 

列“Ｅ”（金額）をダブルクリック（［オブジェクト］－［プロパティ］を実行）して下さい。 

 
タブシート“名前”以外は上記までで説明したものと同様のため、説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  86/86 

 
変数名を入力し、［編集］を押して下さい。 
 
 

 
金額は数値タイプのため、データタイプの数値を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  87/87 

 
“data”を選択し、テキストボックスに数字のテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  88/88 

 
［閉じる］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  89/89 

演習用サンプル・レイアウトは１４行からなるので、行の追加を行います。 
 
変数フィールド・テーブル枠を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  90/90 

Ｆ１１キーを押して下さい。１回押すごとに１列づつ挿入されます。 
 

 
  ※ 行の削除は、行のヘダーを表示（［テーブル］－［行］－［ヘダー］を実行）し、対象行を選択し、 
     ［テーブル］－［行］－［削除］を実行して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  91/91 

行間隔の設定 
 
変数フィールド・テーブル枠を選択して下さい。 
 
［テーブル］－［行］－［ヘダー］を実行して下さい。 
 

 
 
行間隔の設定には３つの方法があります。 
 
① 行のグリッドラインにカーソルを合わせ、ドラッグし行間隔を変える。 
 
② 対象行を選択（クリック）し、［テーブル］－［行］－［高さ］を実行し、行間隔を変える。 
 
③ 対象行を選択（クリック）し、［テーブル］－［行］－［均等］を実行し、行間隔を変える。 
 
  注意 行間隔の設定をする前に、フォーム（レイアウト）に必要になるだけの、変数フィールド・ 
      テーブル枠の小さな青色の四角形にカーソルを合わせ、大きさを調整する 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  92/92 

列見出しの行間隔の設定 
 
列見出しの下のグリッドラインにカーソルを合わせ、大きさを広げます。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  93/93 

行間隔の設定 
 
全ての行間隔を変数フィールド・テーブル枠内で、均等にそろえます。 
 
対象行にカーソルを合わせ、選択（クリック）して下さい、 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  94/94 

 “Ｃｔｒｌ”キーを押しながら、次の対象行を選択（クリック）して下さい。 
 

 
   ※ この作業を全対象行に繰り返し行って下さい。（対象行をドラッグしても同じです） 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  95/95 

 
 
全対象行を選択すると上記の画面のようになります。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  96/96 

［テーブル］－［行］－［均等］を実行して下さい。 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  97/97 

行の線を設定 
 
演習用サンプル・レイアウトの行の線は破線なので、破線を設定します。 
 
２行目～１３行目までを選択（“Ｃｔｒｌ”＋クリックまたはドラッグ）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  98/98 

［オブジェクト］－［プロパティ］を実行し、タブシート“境界線”を選択（クリック）して下さい。 

 
 
境界線の“上”を選択（クリック）し、次にタイプを選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  99/99 

次に、境界線の“下”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  100/100 

［テーブル］－［行］－［ヘダー］を実行し、行見出しを削除（非表示）にして下さい。 
 

 
 
これで、行の設定が終了です。この作業においてもフィラーモードを使用して、フォーム（レイアウト） 
を確認しながら行う事をおすすめします。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  101/101 

列幅の設定 
 
変数フィールド・テーブル枠を選択して下さい。 
 

 
列幅の設定には３つの方法があります。 
 
① 列のグリッドラインにカーソルを合わせ、ドラッグし列幅を変える。 
 
② 対象列を選択（クリック）し、［テーブル］－［列］－［幅］を実行し、列幅を変える。 
 
③ 対象行を選択（クリック）し、［テーブル］－［列］－［均等］を実行し、列幅を変える。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  102/102 

列“Ａ”（№）の列幅を設定します。 
 
列“Ａ”（№）を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  103/103 

列の右側のグリッドラインにカーソルを合わせドラッグするか、もしくは、［テーブル］－［列］－［幅］を実行し、 
妥当な列幅にして下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  104/104 

列“Ｂ”（品目名称）の列幅を設定します。 
 
列“Ｂ”（品目名称）を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  105/105 

列の右側のグリッドラインにカーソルを合わせドラッグするか、もしくは、［テーブル］－［列］－［幅］を実行し、 
妥当な列幅にして下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  106/106 

列“Ｃ”（数量）の列幅を設定します。 
 
列“Ｃ”（数量）を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  107/107 

列の右側のグリッドラインにカーソルを合わせドラッグするか、もしくは、［テーブル］－［列］－［幅］を実行し、 
妥当な列幅にして下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  108/108 

列“Ｄ”（単価）の列幅を設定します。 
 
列“Ｄ”（単価）を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  109/109 

列の右側のグリッドラインにカーソルを合わせドラッグするか、もしくは、［テーブル］－［列］－［幅］を実行し、 
妥当な列幅にして下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  110/110 

列“Ｅ”（金額）の列幅を設定します。 
 
列“Ｅ”（金額）を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  111/111 

［テーブル］－［列］－［幅］を実行し、妥当な列幅にして下さい。 
 

 
  ※ テーブル枠の一番右側の列の列幅の変更は、グリッドラインのドラッグで変更すると、全列幅に影

響されるため、［テーブル］－［列］－［幅］で設定することをおすすめします。 
 
 
 
 
これで、列の設定が終了です。この作業においてもフィラーモードを使用して、フォーム（レイアウト） 
を確認しながら行う事をおすすめします。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  112/112 

＜合計、消費税、総計の変数フィールド・テーブル＞の作成 
 
テーブル編集ツール・アイコンをクリックし、変数フィールド・テーブルを作成して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  113/113 

不必要な“行”、“列”を削除し（削除方法は上記説明と同様です）、列見出し、列“Ａ”の列幅を演習用サンプル・レ

イアウトを基に設定します。（設定方法は上記説明と同様です） 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  114/114 

列見出しを削除（非表示）します。 
 
［テーブル］－［列］－［ヘダー］を実行して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  115/115 

１行目の見出しを設定します。 

 
 
１行目をクリックして選択して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  116/116 

行見出し部の文字の上で、もう一度クリックして下さい。 

 
 
列見出し部にカーソルが表示されます。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  117/117 

“合計”を入力します。 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  118/118 

同様の手順で、２行目に“消費税”、３行目に“総計”を設定して下さい。 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  119/119 

合計、消費税、総計の変数フィールド・テーブルの設定を行います。 
 
［テーブル］－［列］－［ヘダー］を実行して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  120/120 

列“Ａ”を選択（クリック）し、［オブジェクト］－［プロパティ］を実行して下さい。 
 

 
タブシート“名前”以外は上記までの説明と同様なので説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  121/121 

 
変数名に妥当な変数名を入力し、［編集］を押して下さい。 
 
 

 
合計、消費税、総計は数値タイプのため、データタイプの数値を選択し、［Options］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  122/122 

 
データをチェックし、テキストボックスに数字のテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  123/123 

 
［閉じる］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  124/124 

バーコードの設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意：バーコードの設定は、バーコードに変換する項目のフィールドを先に作成し、そのフィールドを 
    参照しウィルコムでバーコードに自動変換する形となります。 
 
 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ設定ﾂｰﾙ・ｱｲｺﾝ 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  125/125 

まず、バーコードに変換するフィールド（請求書番号）を作成いたします。 
 
＜請求書番号の作成＞ 
 
変数フィールドを作成します。編集ツールアイコンを押して、変数フィールドを作成して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  126/126 

設定した変数フィールドを選択（ダブルクリック）し、Field Properties を表示し、タブシートの“名前”で
変数フィールドのフィールド名を設定します。 
 

 
［編集］を押して下さい。 
 
 

 
請求書番号はテキストタイプなので、Data Typesの“Text”を選択し、［Options］を押して下さい。 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  127/127 

 
データをチェックし、テキストボックスにテストデータを入力し、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 

 
［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  128/128 

タブシート“表示”を選択して下さい。 
 

 
“Visible”チェックボタンをクリックし、チェックを外して下さい。 
チェックを外す事で、このフィールドは非表示になります。 
 

 
  ※ バーコードの値の表示はバーコードの設定にて行います。 
 
 
チェックを外したら［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  129/129 

＜バーコードの設定＞ 
 
バーコードの設定は上記バーコード設定ツール・アイコンをクリックし、設定したい位置にカーソルを合わせ、

ドラッグする事でバーコード枠を作成します。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  130/130 

設定したバーコード枠を選択（ダブルクリック）し、Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓを表示します。 
 

 
  ※ バーコードタイプの “NW7”は、別名“Codabar” 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  131/131 

バーコードタイプに“Ｃｏｄｅ ３９”を選択します。 
 

 
タブシート“Ｆｏｎｔ”、“色”、“表示”は上記までの説明と同様なので説明を省きます。 
 
タブシート“名前”を選択（クリック）します。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  132/132 

 
妥当なフィールド名を設定して下さい。 
 
また、フォーム変数オプションにてフィールド“請求書番号”を選択して下さい。 
これにより、このバーコードフィールドは請求書番号の値を基に、自動的にバーコードを生成します。 
 
 
設定が済みましたら、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 
ここまでで、演習用フォーム・レイアウトのテキスト情報、罫線（図形）、ロゴ、変数

フィールド、変数フィールド・テーブル、バーコードの設定が終了しました。 
フィラーモードで確認または印刷をしながら、調整作業を行い、レイアウトを完成さ

せて下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  133/133 

フォーム（レイアウト）の作成が完了したら、テストデータの削除を行います。 
 
［編集］－［変数の編集］を実行して下さい。 
 

 
 
変数名を選択し、［Options］を押して下さい。 
 

 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  134/134 

 
自動入力なしをチェックし、［ＯＫ］を押して下さい。 
 
 
全変数に対して上記の作業を繰り返し、テストデータの表示をしないようにします。 
 
 
必ず実際のスプールと重ね合わせて表示（印字）する前に、“no automatic entry”を選択して
下さい。 
 
 



 
ＷｉｌＣｏｍｍ／４００                       Ｆｏｒｍｓ Ｄｅｓｉｇｎｅｒ 

  135/135 

重ね合わせ（マッピング）の事前準備 
 
実際のスプールファイルとフォーム（レイアウト）の重ね合わせ（マッピング）を定義するために、 
変数フィールド（フィールド、テーブル、バーコード）を抽出し、マッピング用ファイルを作成します。 
 
［ファイル］－［変数の抽出］を実行して下さい。 
 

 
ファイル名を指定して下さい。 
 
  注意 必ずフォームが保存されている場所と同じ場所にファイルを作るようにして下さい。 
 
 

 
［保存］を押して下さい。 
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以上でフォームの作成は終了です。 
 

フォームのレイアウト情報を含むＦ３ｔファイルと、 
フィールド名を含むＦ３ｘファイルが作成されました。 

 
これらのファイルは次のステップのフィールドマッパーにて使用されます。 

 
フィールドマッパーではフォーム上に作成したフィールドと、スプールファイル上の 

項目の関連を定義作成します。 
 


